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C O N T E N T S
　■清掃センターごみ焼却場の延長使用について調印しました

　■地上デジタル放送新たな難視地域の対策について

　■第５回しらはま文化と福祉の集い（日置川会場）

　■人事行政の運営等の状況

　■白浜警察署の移転のお知らせ

　■１１月２８日（日）は「和歌山県知事選挙」の投票日です

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

清掃センターごみ焼却場 保呂区と調印

～施設の延長使用について調印式が行われました～
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　清掃センターごみ焼却場の

　　　　　　　延長使用について調印しました

　平成２２年９月３０日、保呂区と清掃センターごみ焼却場の土地ならびに施設の延長使用について調印を
行いました。
　清掃センターごみ焼却場は、平成７年４月１日に稼動し、焼却炉等の耐用年数である１５年間を施設の稼
動期間として運営してまいりましたが、今般、保呂区の皆さまに研修、勉強会等を通し、１５年間の延長使
用についてご理解いただきました。
　ごみ焼却施設は、住民生活に欠かせない施設であり、今後とも施設を安心、安全に運営するためにも、ご
みの減量化や資源化、分別の徹底など、町民の皆さまや事業所の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　本日、清掃センター延長使用調印式を執り行うにあたり、一言、ご挨拶申し上げます。
　昨日、保呂区の白浜町清掃センター土地使用（稼動）延長検討委員会において、１５年間の土地使用ならびに施設使
用について、ご理解賜り、本日、検討委員皆さまの列席の下、清掃センター延長使用調印式を執り行う運びとなりました。
　式典に際し、正木副議長、岡谷前議長ならびに溝口町議におかれましては、ご多用のところご列席の栄を賜り、また、
これまでの延長使用協議の取り組みに対しまして、多大なご支援、ご指導を賜りましたこと、厚く御礼を申し上げます。
　また、これまでご支援ご協力をいただきました多くの皆さま方に、この場をお借りいたしまして、改めて御礼申
し上げる次第です。
　ご承知のとおり、清掃センター延長使用の取り組みは、２月２７日、狼谷区長さまと前広畑副町長との間で確認
された「ごみ処理施設が町民の生活に欠かせない重要な施設であることから、停滞させてはならない」という保呂区、
白浜町の思いを引き継ぎ、私も、３月２６日の登庁以来、本日まで同じ思いで延長協議に取り組んでまいりました。
　本日、施設の暫定使用期間である協議期間内において、調印を行うことのご決断をいただきました保呂区の皆さ
まに対しまして、心より感謝と御礼を申し上げます。
　思いますと、３月２６日、清掃センターで検討委員皆さまと初めてお会いし、お願い申し上げてから半年を過ぎ
ることとなります。
　６月１９日に延命化対策に関する学習会、７月２日から３日に検討委員さん、７月９日に区民の皆さまと京田辺
市の甘南備園への視察研修を行い、施設を適切に維持管理することにより、１５年間の施設延長使用が可能である
ことを、私も職員も保呂区の皆さまも学習いただいたところです。
　７月１４日に、１５年間の延長使用のお願いを申し上げ、７月２３日には保呂区臨時区民総会において、基本的
にご同意をいただきましたことに、改めて御礼申し上げます。
　さて、ただいまから調印を交わしますが、ごみ焼却施設の安全で安心な運営稼動を行うためにも、１０月にはごみ
の減量化に向けた地区懇談会を実施し、町民ならびに事業者の皆さま方のご理解とご協力を賜ってまいる所存です。
　最後になりますが、本日の調印式にあたり、保呂区長さまはじめ検討委員会委員の皆さま、区民の皆さま方に、
深く感謝を申し上げますとともに、今後とも、ご理解とご協力、お力添えを賜りますようお願い申し上げまして、
簡単ですがご挨拶とさせていただきます。
　本日は本当に有難うございます。

【調印式での町長の挨拶】（全文）

【調印書にサインをする狼谷区長と水本町長】【調印式の様子】

問役場生活環境課生活環境係　☎４３－６５８６

　平成２２年９月３０日
　　　　白浜町長　水本　雄三
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地上デジタル放送

　新たな難視地域の対策について

２０１１年７月２４日までに、すべての地上テレビ

放送は、デジタル放送へ完全移行します

■新たな難視地域とは？

　現在、地上アナログ放送を個別受信アンテナで視聴しているご家庭では、対応チューナーの
取り付けや地デジ対応テレビへの買い換えなどで、概ね良好な状態で地上デジタル放送を視聴
できます。しかし、受信施設が原因ではない地理的条件により、地上デジタル放送を受信する
と映りが悪くなったり、特定のチャンネルが視聴できなくなる場合があります。国ではこうし
た地域を「新たな難視」として地域指定をし、公表しているところです。

■白浜町の対策として

　白浜町では、この指定された新たな難視地域への対策として、民間事業者である（株）ケイ・オプティ
コムに一定の負担をおこない、ケーブルテレビ（※）を整備することを決定しています。
　ケーブルテレビへの加入費用に関しては、国の補助金制度が活用可能となります。

　今後、新たな難視地域の各ご家庭には、近畿広域地上デジタル放送推進協議会および総務省和歌山テレビ
受信者支援センターから「地上デジタル放送の受信に関するお知らせ」が通知され（ご家庭によっては、すでに
届いている場合があります。）、国の補助金制度・ケーブルテレビに関する説明など、個別相談会が開催されます。

（日時・場所等については、通知文に掲載されています。）

　「地上デジタル放送の受信に関するお知らせ」が届いたご家庭に関しましては、個別相談会へのご参加をよろ
しくお願いします。

※ケーブルテレビとは・・・ケーブルを用いて行うテレビ放送。アンテナ受信のように周囲
　　　　　　　　　　　　　の建物に影響されることや、電波不足による映像の乱れ等はなく、
　　　　　　　　　　　　　安定した受信が可能です。ＵＨＦアンテナは必要ありません。

　地デジであなたをだます詐欺にご注意

　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。地デジ対応で総務省やテレ
ビ局などの関係機関がお金を請求することは一切ありません。
　疑わしい工事の勧誘や身に覚えのない工事代金の請求など、不審な点があればすぐに支払わず、和歌山県
消費生活センタ紀南支所までご相談ください。
※地上デジタル放送の受信設備は「自己負担」です。
　問和歌山県消費生活センター紀南支所　☎２４－０９９９

問和歌山テレビ受信者支援センター（デジサポ和歌山）　☎０７３－４２６－２６５６
　役場総務課まちづくり推進係　☎４３－６５９８
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 ◆日時　１２月５日（日）午前１０時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　２階大会議室

 ◆日時　１２月４日（土）午後７時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　２階大会議室

■公民館サークル発表会

「輝きとやすらぎと交流のまち白浜」

　豊かで明るい文化と福祉のまちづくりを図るため、すべての町民にご参

加をいただき、生涯学習の必要性を深め、それぞれの地域や職場で「とも

に学び」「育ちあい」「ともに支え合う」輝きとやすらぎのある文化と福祉

の香るまちづくりをめざすことを目的とします。

■記 念 講 演
講演テーマ（予定）「人を認めることの大切さ」
～人を思いやり、共に生きる喜びを見つける　ハープとパーカッションの調べ～

田中ゆか（うたとハープ）

　　＆伊藤ひろし（パーカッション）

《プロフィール》
　ケルティックハープを弾きながら歌う田
中ゆかと西アフリカの太鼓ジャンベを叩く
パーカッションの伊藤ひろし。やさしい歌
声とケルトハープの響きに躍動感あふれる
ジェンベでオンリーワンのサウンドを奏で
る２人。2005 年ローマ教会でヨハネパウロ
２世追悼コンサートで演奏、ペンシルベニ
アの教会での演奏活動を皮切りに各地のコ
ンサートホール、ホテル、商業施設、学校
などで演奏開始。２００７年から各地の行
政主催の平和や命、人権をテーマにしたトー
ク＆コンサートに出演。

　公民館サークル、自主サークル等で活動
されている皆さんが日ごろの練習の成果を
披露しますので、ぜひご来場ください。
　大正琴、舞踊、太鼓、フラダンス等が参
加を予定しています。
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■公民館サークル作品展示

 ◆日時　１２月５日（日）午前１０時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　２階和室

■お 茶 会

 ◆日時　１２月４日（土）午後１時～

　　　　　　　 ５日（日）午前９時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　各研修室

 ◆日時　１２月５日（日）午前９時３０分～

 ◆場所　日置小学校体育館

※行事日程・内容などは変更されることがありますが、ご了承ください。

　公民館サークル、自主サークル、教室、分館等の皆
さんが日ごろの活動の成果を発表する機会として、ち
ぎり絵や俳句、山野草、書道、陶芸、絵画、編み物や
写真等の作品を展示します。

　日置茶道サークルによるお茶会を開催し、お手前を
披露していただきますのでぜひお越しください。
　お茶、茶
菓子がなく
な り 次 第、
終了します。

　　第１６回　日置川農林業まつり　

　◆日時　１２月５日（日）
　　　　　午前９時２０分～
　◆場所　日置中学校グラウンド
　　　　　日置小学校体育館
　◆内容　・イベントコーナー
　　　　　　農産物品評会・ＪＡ書道展・
　　　　　　梅の種とばし・卵のつかみどり・輪投げ等
　　　　　・販売コーナー
　　　　　　農林産物（にこにこ市）など
　　　　　・バザーコーナー
　　　　　　さんまずし・芋もち・たこ焼き・うどん等
　　　　　※景品付き餅投げ大会　午後３時頃

 ◆日時　１２月５日（日）午前９時３０分～

 ◆場所　日置川拠点公民館　中庭・駐車場

■福 祉 ま つ り
　福祉用具・介護用具の展示、介護相談、疑似体験コー
ナーなど。
　ほかにも拠点公民館中庭では白浜町ボランティア連
絡協議会日置川支部による模擬店や、拠点公民館駐車
場では福祉バザー・手作り作品展、喫茶コーナー・模
擬店がそれぞれの団体やボランティア等の協力により
出店されます。
　また、午後からは大会議室にてバラエティーショー
を予定しています。

■健康まつり・消防コーナー

　保育園・小中学校絵画展

　健康まつりでは、血圧コーナーなどを設けています。
　また、小学校体育館前駐車場では救急車の展示など
の消防コーナーを設置します。
　体育館内では、日置川地域の保育園児、小中学校の
絵画作品を展示していますので、ぜひご鑑賞ください。

問白浜町教育委員会日置川教育事務所　☎５２－２６６０
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区　分 平　均 平　　均 平　　均
年　齢 給料月額 給与月額

一般行政職 39.9 歳 304,100 339,933
教 育 職 38.0 歳 311,032 316,959

区　分 経験年数 経験年数 経験年数
10 年 15 年 20 年

一　般
行政職

大学卒 264,600 322,100 335,400 
高校卒 258,200 288,400 327,100 

区　分 決定初任給 ２年後の給料
一　般
行政職

大学卒 172,200 192,800
高校卒 140,100 148,500

白 浜 町 国
支給月 期末手当 勤勉手当

同
じ

  6 月期
1.25 月分 0.70 月分

［1.10 月分］ ［0.85 月分］

12 月期
1.50 月分 0.70 月分

［1.25 月分］ ［0.95 月分］

計
2.75 月分 1.40 月分

［2.35 月分］ ［1.80 月分］

職階上の段階、職務の級等による加算措置　有

白 浜 町 国

支
給
率

区　分 自己都合 勧奨・定年

同
じ

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
加算措置 定年前早期退職加算措置 (2 ～ 20% )

手当の種類（手当数） 10 種　

手
当
の
名
称　

　

代
表
的
な

 支給額の多い手当
 消防勤務手当、
 塵芥集荷作業手当、
 技術者手当、税務手当

 多くの職員に支給
 されている手当

 消防勤務手当、
 塵芥集荷作業手当

区　分 内　　容

扶養手当
（国と同じ）

 ・配偶者　13,000 円
 ・配偶者のない被扶養者１人目　11,000 円
 ・被扶養者１人につき　6,500 円
 ・満 16 歳の年度初めから 22 歳の年度末までの子
　１人につき 5,000 円加算

住宅手当

 ・賃貸住宅に居住の場合（家賃が月額 12,000 円
　を超える場合に限る）　額 27,000 円を限度とし
　て家賃の額に応じて支給（国と同じ）
 ・自宅の場合は月額 1,000 円（新築等の場合は５
　年間に限り 2,500 円）

通勤手当

 通勤距離が片道２㎞以上の者で
 ・交通機関を利用する場合は、通勤に要する相
　当額（最高限度額 55,000 円（国と同じ））
 ・交通用具（自動車等）を利用する場合は、通勤
　距離に応じて 2,000 円から 18,500 円までを支
　給（国は 24,500 円まで支給）

区　分 給料月額等

給　

料

町　長 648,000　円

副町長 550,000　円

教育長 525,000　円

報　

酬

議　長 300,000　円

副議長 250,000　円

議　員 230,000　円

期
末
手
当

町　長
　６月期　1.25 月分
１２月期　1.50 月分

副町長

教育長

議　長
　６月期　1.25 月分
１２月期　1.50 月分

副議長

議　員

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数
（Ａ） （Ｂ） （Ａ／Ｂ）
2,147.1 327 6.6

（３）職員の給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額状況

（平成２2 年４月１日現在　単位：円）

②職員の初任給の状況
（平成２2 年４月１日現在　単位：円）

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２2 年４月１日現在　単位：円）

（４）職員の手当の状況
①期末勤勉手当（平成２1 年度支給割合）

②退職手当（平成２2 年４月１日現在）

③特殊勤務手当（平成２2 年度）

④その他の手当（平成２2 年４月１日現在） ⑤特別職の報酬等の状況（平成２2 年４月１日現在）

⑥平成２1 年中年次有給休暇の取得状況

（注）１年につき２０日間付与、付与された翌年に限り
　　繰越可能（最大４０日）

（注１）平均給料月額とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
（注２）平均給与月額とは、給与月額と毎月支払われる扶養手当、

　　　通勤手当、住宅手当、時間外手当などの諸手当の額を合計
　　　したものです。

（注）〔　　〕の数値は、管理職の支給割合です。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用されている場合の採用後の
　　年数をいいます。
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人事行政の運営等の状況
　白浜町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、町職員の給与や職員数の状況などのあらま

しについてお知らせします。これは、人事行政の運営等の状況を町民の皆さんにお知らせすることによって、

人事行政の公平性と透明性を高めることを目的としたものです。

　詳細については、白浜町のホームページ（http://www.town.shirahama.wakayama.jp）でご覧いただけます。

問役場総務課庶務係　☎４３－６５８３

試験区分
採用者数

男性 女性 合計
事   務   職 4 2 6
消   防   職 6 ０ 6
保 育 士 職 1 ０ 1
土木技術職 1 ０ 1

身体障害者対象 1 0 1
合　計 13 2 15

住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）平成 20 年
度の人件費率平成 21 年度末 （Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ）

人　 千円　 千円　 千円　 ％　 ％　
23,667 12,106,440 229,321 2,563,997 21.2 25.6

職員数 給 与 費 １人あたり
（Ａ） 給料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計　（Ｂ） 給与費（Ｂ／Ａ）

人　 千円　 千円　 千円　 千円　 千円　
279 1,002,612 179,880 385,462 1,567,954 5,620 

　　　　　 区　分
  部　門

職　員　数 対前年
増減数平成 21 年 平成 22 年

一
般
行
政
部
門

議　　会 3　 3　 0　
総務企画 53　 55　 2　
税　　務 17　 17　 0　
民　　生 56　 55　 △ 1　
衛　　生 27　 24　 △ 3　
労　　働 1　 1　 0　
農林水産 21　 22　 1　
商　　工 8　 8　 0　
土　　木 21　 20　 △ 1　
小　　計 207　 205　 △ 2　

特
別
行
政

部　
　

門

教　　育 46　 42　 △ 4　
消　　防 79　 78　 △ 1　
小　　計 125　 120　 △ 5　

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病　　院 0　 0　 0　
水　　道 18　 17　 △ 1　
下 水 道 2　 2　 0　
そ の 他 20　 17　 △ 3　
小　　計 40　 36　 △ 4　

合　計 372　 361　 △ 11　

（１）職員採用状況（平成２２年４月１日現在　単位：人） （２）部門別職員数の状況と主な増減

（１）人件費の状況（平成２1 年度普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（平成２1 年度普通会計決算）

（注）人件費には職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の給料および報酬等を含んでいます。

（注１）職員手当には退職手当は含まれていません。
（注２）職員数は、平成２2 年４月 1 日現在の普通会計に属する人数です。

●一般・特別行政部門の主な増減理由
◇事務効率化による欠員不補充

●公営企業等会計部門の主な増減理由
◇事務効率化による欠員不補充

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有
　する派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員（常勤は除く）
　を除いています。
※教育長１人を含みます。

 １　職員の採用および職員の状況

 ２　職員の給与の状況



広報しらはま１１月号　�

  ○  移  転  日　　平成２２年１１月７日
○  新住所地　　〒６４９－２２１１
　　　　　　　  白浜町２９２６番地の８２
　　　　　　　 （旧南紀白浜空港跡地）
○  代表電話　　４３－０１１０
○  交　　通　   最寄りのバス停…町内循環線　空港口バス停
　　　　　　　 最寄りの駅…ＪＲ紀勢本線　白浜駅

■本件に関する問い合わせ先
　白浜警察署（警務課）
　☎４３－０１１０

 白浜警察署の
　　　移転のお知らせ

南紀白浜
アドベンチャーワールド

■白浜町役場

千畳敷

三段壁

白浜消防署■

（現）白浜警察署

（新）白浜警察署

白良浜
海水浴場

４２

４２

33

31

31

33

Ｎ

至 南紀田辺ＩＣ

■とれとれ市場

（新）白浜警察署
旧・南紀白浜空港跡地34

○ 移転予定 平成22年11月中
○ 新住所地 〒649-2211

和歌山県西牟婁郡白浜町2926番地の82
（旧･南紀白浜空港跡地）

○ 代表電話 0739-43-0110
○ 交 通 最寄りのバス停・・・町内循環線 空港口バス停

最寄りの駅・・・ＪＲ紀勢本線 白浜駅

和歌山県警察本部・白浜警察署

＜本件に関するお問い合わせ先＞

和歌山県警察本部警務課企画室

電話 073-423-0110（内線2646）

または

白浜警察署

電話 0739-43-0110

南紀白浜
アドベンチャーワールド

■白浜町役場

千畳敷

三段壁

白浜消防署■

（現）白浜警察署

（新）白浜警察署

白良浜
海水浴場

４２

４２

33

31

31

33

Ｎ

至 南紀田辺ＩＣ

■とれとれ市場

（新）白浜警察署
旧・南紀白浜空港跡地34

○ 移転予定 平成22年11月中
○ 新住所地 〒649-2211

和歌山県西牟婁郡白浜町2926番地の82
（旧･南紀白浜空港跡地）

○ 代表電話 0739-43-0110
○ 交 通 最寄りのバス停・・・町内循環線 空港口バス停

最寄りの駅・・・ＪＲ紀勢本線 白浜駅

和歌山県警察本部・白浜警察署

＜本件に関するお問い合わせ先＞

和歌山県警察本部警務課企画室

電話 073-423-0110（内線2646）

または

白浜警察署

電話 0739-43-0110



�　広報しらはま１１月号

  １１月２８日（日）は

『和 歌 山 県 知 事 選 挙』
　　　　　　　　　　　   の投票日です

■投　票
　１１月２８日（日）午前７時から午後８時まで

　　投票終了時間は、投票所により異なります。各投票所における投票終了時間
　は、投票所入場整理券に記載しておりますので、ご確認ください。

■投票所

　　投票は、投票所入場整理券に記載されている投
　票所で投票してください。他の投票所では、投票
　できませんのでご注意ください。

■開　票

　○日　時　１１月２８日（日）
　　　　　　午後９時３０分から
　○場　所　白浜会館（阪田）

■期日前投票

　　投票日当日に、用務等で投票できない見込みの方は、期日前投票ができます。
　○期　間　１１月１２日（金）から１１月２７日（土）　　○投票所　白浜町役場　白浜町日置川事務所
　　　　　　午前８時３０分から午後８時まで　　　　　　　 ※期日前投票は、上記の投票所のどちらでも行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  うことができます。

■不在者投票について

　　都道府県の選挙管理委員会が指定した病院、老人ホーム等の施設に入院、入所の方は、その施設において、
　不在者投票をすることができます。
　　また、長期出張や旅行などで他の市町村へ出かけられている方は、滞在している市町村の選挙管理委員会に
　おいて、不在者投票ができます。また、身体障害者手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方や介護保険の要介護の方
　で、公職選挙法の要件に該当する場合、自宅などで郵便等による不在者投票ができます。

「わかやまの　

　　　　未来へ届く

　　　　　　　　この一票」

問白浜町選挙管理委員会　☎４３－５５５５
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，５４１人
　　　　　　（先月比　+ １５人）

　　　　男　　１０，９６３人
　　　　　　（先月比　+　９人）

　　　　女　　１２，５７８人
　　　　　　（先月比　＋　６人）

　世帯数　　１１，０８６世帯
　　　　　　（先月比＋１３世帯）

※平成２２年１０月１日現在

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

　

社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

や
誰
も
が
抱
え
る
「
腰
痛
・
膝
痛
・

肩
こ
り
」
予
防
に
効
果
の
あ
る
ス

ト
レ
ッ
チ
や
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
ま
す
。

　
「
も
っ
と
健
康
に
な
り
た

い
!!
」、「
筋
肉
の
衰
え
を
防
ぎ
た

い
!!
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
講
師

　

ト
モ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ

オ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

上う
え

続つ
ぎ

美み

恵え

氏

◇
11
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

　

場
所
…
美
之
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
11
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

場
所
…
農
業
研
修
会
館　
　
　

◇
11
月
29
日
（
月
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

場
所
…
日
置
川
拠
点
公
民
館　

　

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
が
25
人
に
な
り
次

第
、
参
加
締
め
切
り
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

白
浜
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

白
浜
町
で
は
、
国
の
補
助
制
度

に
基
づ
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
助
成
期
間

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

◆
対
象
者

　

接
種
日
に
お
い
て
、
白
浜
町
に
住

所
を
有
し
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び

町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

◆
接
種
費
用

　

無
料
（
実
費
負
担
免
除
）

◆
接
種
回
数　
　

　

13
歳
未
満
の
方　

２
回

　

13
歳
以
上
の
方　

１
回

◆
助
成
方
法

　

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
、
医

療
機
関
窓
口
へ
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
券
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
助
成
券
は
郵

送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
）。

※
町
内
の
医
療
機
関
以
外
で
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

助
成
券
が
届
く
前
に
接
種
さ
れ

た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
個
別
に
通
知

し
て
い
る
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
で
助
成
対
象
と
な
ら
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

白
浜
町
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た

◆
助
成
対
象
者

　

 
平
成
22
年
10
月
１
日
以
降
に

接
種
さ
れ
た
方
で
、
接
種
日
に
お

有料広告有料広告

有料広告募集中！有料広告募集中！
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お知らせ INFORMATION

い
て
白
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
２

歳
未
満
の
乳
幼
児

※
接
種
開
始
年
齢
に
よ
り
、
接
種

回
数
が
異
な
り
ま
す
。

◆
助
成
回
数

①
生
後
２
～
７
カ
月
未
満

　

４
回
ま
で

②
生
後
７
～
12
カ
月
未
満

　

３
回
ま
で

③
１
歳
以
上
２
歳
未
満

　

１
回
ま
で

◆
助
成
額

　

接
種
１
回
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
接
種
費

用
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
方
法

　

償
還
払
い(

後
払
い)

※
接
種
完
了
後
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
預
金
通
帳
（
口
座
確
認

が
で
き
る
も
の
）、
母
子
健
康
手

帳
、
領
収
書
（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）

　

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

◆
受
付
窓
口

　

民
生
課
健
康
増
進
係(

中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
内)

、
役
場(

民
生

課
医
療
保
険
係)

、
富
田
事
務
所
、

日
置
川
事
務
所

※
代
理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
期
限

　

最
終
接
種
日
か
ら
１
年
以
内

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

お
悩
み
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

相
談
を
受
け
て
ど
う
返
答
し
た

ら
い
い
の
か
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
お
金
の
悩
み
、
病
気

の
悩
み
、
い
の
ち
の
悩
み
…

　

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く
れ

た
ん
だ
か
ら
一
緒
に
解
決
し
た
い

け
れ
ど
、
な
に
を
伝
え
た
ら
い
い

の
か
、
ど
こ
へ
紹
介
し
て
あ
げ
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

お
悩
み
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
実
施
し
て
い
る

「
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

や
家
庭
、
職
場
な
ど
で
相
談
を
受

け
た
と
き
に
、
問
題
を
解
決
に
つ

な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
の
方
法
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し

た
講
座
で
す
。

　

あ
の
人
の
た
め
に
、
だ
れ
か
の

た
め
に
、
自
分
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
程

　

11
月
６
日
（
土
）

　

12
月
４
日
（
土
）　　
　
　

　

平
成
23
年
１
月
22
日
（
土
）

　

平
成
23
年
２
月
12
日
（
土
）

　

平
成
23
年
３
月
５
日
（
土
）

◆
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
対
象
者

・
電
話
相
談
員
に
関
心
の
あ
る
方
や
、

相
談
を
受
け
る
こ
と
の
あ
る
方

・
で
き
る
だ
け
全
日
程
参
加
で
き
る

方
（
町
民
以
外
も
参
加
で
き
ま
す
。）

◆
場
所

　

白
浜
バ
プ
テ
ス
ト
キ
リ
ス
ト
教
会

◆
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事　
　

藤ふ
じ

藪や
ぶ

庸よ
う

一い
ち

氏

　

心
に
響
く
文
集
編
集
局（
東
尋
坊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂し
げ

幸ゆ
き

雄お

氏

　

多
重
債
務
に
よ
る
自
死
を
無
く

す
会　
　
　
　
　
　

弘ひ
ろ

中な
か

照て
る

美み

氏

　

自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
熊
野　

               

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西に
し

育い
く

範の
り

氏

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
窓
口

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
た
り
、
情
報
提
供
を
行
っ

た
り
し
て
、
暮
ら
し
を
お
手
伝
い

い
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
日
お
よ
び
相
談
員（
予
定
）

◇
11
月
10
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
や
お
き
福
祉
会

◇
11
月
17
日
（
水
）

　

コ
ス
モ
ス
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福

祉
会

◇
11
月
24
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福

祉
会

◆
場
所

　

役
場
本
庁
東
別
館
（
福
祉
係
が

あ
る
と
こ
ろ
）

◆
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

心
の
相
談
所
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）
に
つ
い
て

　

家
族
内
や
職
場
、
学
校
、
地
域

な
ど
日
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
問
題
に
つ
い

て
、
臨
床
心
理
士
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

　

町
内
に
住
民
登
録
を
有
し
、
居

住
し
て
い
る
中
学
生
以
上
で
、
言

葉
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
な
方

◆
予
約
受
付
（
完
全
予
約
制
）

　

月
～
水
、
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
２
０
０

◆
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
時
間

　

予
約
時
間
は
相
談
に
応
じ
て
決

定
（
１
回
50
分
）

◆
相
談
相
手　

臨
床
心
理
士　

◆
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
金　

無
料

◆
場
所

　

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院
心
理
相
談
室

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
遵
守

さ
れ
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２
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文
化
財
（
仏
像
等
）
の
盗
難
に

つ
い
て

　

最
近
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、
仏

像
等
の
文
化
財
の
盗
難
事
件
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
に
お
い

て
も
今
年
だ
け
で
20
件
以
上
の
盗

難
事
件
（
仏
像
に
つ
い
て
は
65
体
以

上
）
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
を
も
の
が
た
る
貴

重
な
文
化
遺
産
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
文

化
財
の
保
護
・
保
全
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
助
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
文
化
財
の
防
犯
対
策
の
一
例
】

①
無
住
の
寺
社
で
保
管
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
文
化
財
の
状
況
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
定
期
的
な
見
回
り
を
行
う
と
と

も
に
、
不
審
者
を
目
撃
し
た
場
合

は
警
察
署
や
白
浜
町
教
育
委
員
会

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
鍵
や
警
報
装
置
な
ど
の
防
犯
設

備
の
定
期
的
な
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
白
浜
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０

「
環
境
を
考
え
る
講
演
会
」
開

催
に
つ
い
て

◆
日
時

　

12
月
４
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

◆
場
所　

農
業
研
修
会
館

◆
講
師　

小こ

宮み
や

修
し
ゅ
う

二じ

先
生

◆
主
催　

白
浜
町
環
境
保
全
協
議
会

※
講
演
開
始
前
に
第
14
回
ご
み
と

環
境
フ
ェ
ア
主
催
の
環
境
ポ
ス
タ

ー
特
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

問
役
場
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
６

11
月
は『
口
座
振
替
推
進
月
間
』

11
月
11
日
～
17
日
ま
で
は

『
税
を
考
え
る
週
間
』

　

町
税
（
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、

軽
自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
）

な
ど
の
各
種
使
用
料
は
口
座
振
替

で
！

◆
口
座
振
替
の
利
用
に
よ
り
…

・
金
融
機
関
等
へ
納
付
に
出
向
く

手
間
が
省
け
ま
す
。

・
う
っ
か
り
の
納
付
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

・
直
接
、
現
金
取
扱
が
な
い
の
で

お知らせ INFORMATION

安
全
で
す
。

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

預
貯
金
通
帳
、通
帳
の
届
出
印
、

口
座
振
替
依
頼
書
（
町
内
金
融
機

関
、
役
場
税
務
課
、
富
田
事
務
所
、

日
置
川
事
務
所
等
に
あ
り
ま
す
。）

◆
申
し
込
み
金
融
機
関

　

紀
陽
銀
行
・
紀
南
農
協
・
き
の

　

く
に
信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金

庫
・
和
歌
山
県
信
漁
連
田
辺
支
店
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

問
役
場
税
務
課
収
税
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
３
６
８
５

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止
に
つ
い
て

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

＝
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）

と
は
、
地
方
税
に
お
け
る
手
続
き

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

法
人
町
民
税
、固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）
の
電
子
申
告
、
個
人
町

民
税
（
特
別
徴
収
事
業
所
に
係
る

給
与
支
払
書
報
告
）等
に
つ
い
て
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

地
方
税
電
子
化
協
議
会
シ
ス
テ

ム
機
器
等
の
全
面
入
替
作
業
に
と

も
な
い
、
下
記
の
期
間
中
は
電
子

申
告
等
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
す
べ
て

の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ま
方
に
は
た
い

へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
停
止
期
間

　

11
月
18
日
（
木
）
～
25
日
（
木
）

問
役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
４

『
年
末
調
整
説
明
会
』
の
開
催

　

平
成
22
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
お
よ
び
法
定
調
書
な
ど
の
提
出

方
法
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
る
年
末
調

整
関
係
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
お
近

く
の
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
11
月
25
日
（
木
）

　

中
辺
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室

◇
11
月
26
日
（
金
）

　

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
）
多
目
的
ホ

ー
ル

◇
11
月
29
日
（
月
）

　

紀
南
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

　

年
末
調
整
関
係
用
紙
（
源
泉
徴

収
簿
等
）
が
不
足
の
方
は
、
コ
ピ

ー
し
て
い
た
だ
く
か
、
各
説
明
会

場
、
税
務
署
、
紀
南
県
税
事
務
所
、

町
役
場
税
務
課
窓
口
に
備
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
申
告
お
よ
び
法
定

調
書
な
ど
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
＝

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

の
略
）
が
便
利
で
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
田
辺
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
１
２
５
０

相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る
生

命
（
損
害
）
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
り
扱

い
の
変
更
に
つ
い
て

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等

に
か
か
る
年
金
の
所
得
税
の
取
り
扱

い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
よ

り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
【w

w
w

.nta.go.jp

】
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
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署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
辺
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
１
２
５
０

地
震
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

今
後
30
年
の
間
に
東
南
海
・
南

海
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生
し
、

和
歌
山
県
で
は
大
き
な
被
害
が
出

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

被
害
を
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
和
歌
山
県
は
独
立

行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
と

共
催
で
、
地
域
の
地
震
防
災
対
策

の
向
上
を
目
的
と
し
た
地
震
防
災

セ
ミ
ナ
ー
を
和
歌
山
県
立
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
海
洋
研
究
開
発
機

構
の
高た

か

橋は
し

成な
る

実み

氏
と
和
歌
山
大
学

防
災
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
の
此こ

の

松ま
つ

昌ま
さ

彦ひ
こ

氏
を
迎
え
、
地
震
研
究
の
最

前
線
と
、
地
域
の
地
震
防
災
活
動

の
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
は
無
料
、
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
名
称

　

地
震
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　
「
迫
り
く
る
東
南
海
・
南
海
地
震

に
我
々
は
何
を
準
備
す
べ
き
か
」

◆
講
師

　

高
橋
成
実
氏　

此
松
昌
彦
氏

◆
日
時

　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

◆
会
場

　

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
）

◆
主
催

　

和
歌
山
県
、
独
立
行
政
法
人
海

洋
研
究
開
発
機
構

◆
後
援

　

田
辺
市
、
白
浜
町
、
和
歌
山
大
学

問
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発

機
構
地
震
津
波
・
防
災
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

☎
０
４
６
ー
８
６
７
ー
９
３
１
４

民
事
お
よ
び
家
事
調
停
の
相
談

会
の
開
催

　

田
辺
調
停
懇
話
会
で
は
、
調
停

委
員
に
よ
る
民
事
お
よ
び
家
事
調

停
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建
物

の
利
用
関
係
、
交
通
事
故
の
損
害

賠
償
な
ど
に
関
す
る
民
事
関
係
の

紛
争
や
、
離
婚
、
遺
産
分
割
な
ど

に
関
す
る
家
事
関
係
の
紛
争
に
つ

い
て
の
調
停
制
度
の
利
用
に
関
す

る
相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
15
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

問
和
歌
山
地
方
裁
判
所
田
辺
支
部
田

辺
調
停
懇
話
会

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
２
８
０
１

テ
ロ
等
の
警
戒
警
備
に
ご
協
力

を
！

　

11
月
10
日
、
11
日
に
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

閣
僚
会
議
、
11
月
13
日
、
14
日
に
は

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
が
横
浜
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
警
察
で
は
、

テ
ロ
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

警
戒
警
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
人
や
車
、
荷
物
等
を
見
か

け
た
時
は
、
お
近
く
の
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
白
浜
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご

協
力
を
！

　

９
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察
か

ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者
と

し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で

特
別
手
配
し
て
い
る
オ
ウ
ム
真
理

教
関
係
被
疑
者
３
人
を
始
め
と
し

て
、
約
１
，
２
０
０
人
に
上
っ
て

お
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
て
、
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追

跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ

ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

氏
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も

け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
警
察
に
通

報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
白
浜
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
１
０

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
11
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
11
月
22
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
日
置
川
地
区
】

◇
11
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ま
い
荘
」

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
11
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
11
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ま
い
荘
」

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。
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就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
11
月
９
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

   

会
場
…
日
置
川
教
育
事
務
所

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

   

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
11
月
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課

　
　
　
　
　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

紀
勢
本
線
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会

で
は
、
大
切
な
交
通
機
関
で
あ
る
鉄

道
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
移
動
に
自
家
用
車

を
使
う
人
が
増
え
る
中
、『
鉄
道
の

利
用
が
減
る
→
電
車
の
本
数
が
減

る
→
鉄
道
離
れ
』
と
い
う
悪
循
環
を

断
ち
切
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
交
通

環
境
を
維
持
す
る
た
め
で
す
。

　

私
た
ち
地
域
の
鉄
道
を
守
る
た
め

に
も
、
旅
行
な
ど
お
出
か
け
の
際
に

は
、
①
渋
滞
な
し
で
時
間
に
正
確
②

安
全
性
が
高
い
③
地
球
環
境
へ
の
影

響
が
少
な
い
な
ど
、
利
点
の
多
い
電

車
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
募
集

◆
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
ま
た
は
来
春
卒
業
予
定
者
。

◆
受
付

　

11
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

◆
試
験
日

　

平
成
23
年
１
月
22
日
（
土
）

◆
試
験
場
所

　

田
辺
市
内
も
し
く
は
和
歌
山
市
内

　
（
決
定
次
第
、
受
験
者
に
連
絡
）

問
自
衛
隊
田
辺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２
４
ー
６
２
１
９

　１１月８日（月）～１１日
（木）、１１月１５日（月）～
１８日（木）の計８日間、浴場
内修繕工事のため、入浴対象者
を日替わりにし、営業します。
　本来であれば、長期臨時休業を
必要とする修繕工事ではありま
すが、利用者の皆さんに配慮し、
右記日程で営業をしますのでご
協力をよろしくお願いします。

期間 入浴対象者 営業時間 修繕箇所

11 月 18 日（月） 臨時休業

男湯
19 日（火） 女性

7:00 ～ 23:0010 日（水） 男性

11 日（木） 女性

15 日（月） 臨時休業

女湯
16 日（火） 男性

7:00 ～ 23:0017 日（水） 女性

18 日（木） 男性

町営浴場白良湯の修繕にともなう営業について

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

阪田新団地 平成１４年度 白浜町 34 番地の 1 １戸 耐火２階建
2 ＤＫ・49.3㎡

西越４９団地 昭和４９年度 白浜町堅田 2487 番地の 9 １戸 簡易耐火２階建
2 ＤＫ・46.2㎡

玉伝団地 平成５年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.9㎡

玉伝団地 平成５年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.9㎡

市鹿野団地 平成２年度 白浜町市鹿野 1102 番地 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・70.3㎡

　◆入居可能日　１２月中旬　　◆募集期間　１１月１日（月）～１９日（金）

　◆抽選日　　　１１月２６日（金）　一般向住宅　午前９時から

　※入居時には敷金が必要です。　※家賃のほかに、共益費が必要です。

　■お申し込み・お問い合わせ　役場建設課都市計画係（☎４３－６５８９）　

　　　　　　　　　　　　　　　役場日置川事務所産業建設係（☎５２－２３０２）

公 営 住 宅 入 居 募 集

　田辺周辺ふるさと

　　　　市町村圏事業

白浜町合併５周年記念事業
「ＮＨＫのど自慢」の開催

について

　ＮＨＫ和歌山放送局と白浜町

では、白浜町合併５周年を記念

して、「ＮＨＫのど自慢」を開

催します。

◆実施日

　平成２３年２月２０日（日）

　午前１１時会場予定

　午前１１時３０分開演予定

◆会場　町立総合体育館

◆主催

　白浜町・ＮＨＫ和歌山放送局

◆ゲスト　未定

◆司会　松
まつ

本
もと

和
かず

也
や

　　　　（ＮＨＫアナウンサー）

◆放送予定

　平成２３年２月２０日（日）

※出場者、観覧者の募集につい

ては、広報等で随時お知らせし

ます。

問役場総務課まちづくり推進係

　☎４３－６５９８
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　友好都市・大韓民国果川市より招聘を受け、
９月２９日から１０月１日の日程で白浜町、
白浜町議会、円月太鼓保存会、白浜町商工会
青年部の２９人が果川市を訪問しました。
　果川市を代表するお祭り「ハンマダンフェスティバル」に参加した円月太
鼓保存会の公演は、勇壮な太鼓の音が果川市の夜空に響きわたり、多くの観
衆を魅了し、友好の架け橋となりました。また、果川市議会と参加された白
浜町議会議員との懇談と親睦が図られ、白浜町商工会青年部は果川市飲食組

合の青年と意見交換し、今後の前向きな交流を約束しました。
　訪問期間中は、余

ヨ

仁
イン

國
グッ

市長をはじめ果川市民より温かい歓迎を受け、果川市役所への表敬訪問や果川市内の施
設見学を行うなど、非常に過密なスケジュールながらも、今後更なる交流へと発展させていくことを確認しました。
　来年１月には、果川市高校生１０人の受け入れ（９泊１０日）が予定されています。

友好都市・大韓民国果川市を訪問
～ハンマダンフェスティバルへの参加と今後の交流について意見交換～

第４４回 町民体育大会開催

　１０月３日に第４４回町民体育大会（白浜町体育協会主催）が開催され、
午前９時から各競技の選手団が集まって総合開会式が行われました。今年は
天候不良のため、会場が町立総合体育館となり、この席上で長年にわたり各
競技の振興に尽力された６人の方に体育協会功労者賞が贈られました。

【ソフトテニス競技】村
むら

岡
おか

春
はる

美
み

【サッカー競技】山
やま

本
もと

芳
よし

太
た

郎
ろう

・鈴
すず

木
き

繁
しげる

・坂
さか

本
もと

麻
ま

美
み

子
こ

【ファミリーバドミントン競技】小
こ

山
やま

市
いち

郎
ろう

【剣道競技】夛
た

屋
や

公
きみ

雄
お

　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　総合開会式終了後は、全１６種目の競技（一部競技は後日開催）が町内各地の会
場で行われ、参加者たちは爽やかな汗を流しました。

平成２３年度 保育園児・幼稚園児募集

＊ 保 育 園 ＊
◆受付場所　入園を希望する保育園

◆受付時間　午前８時３０分～午後５時

◆定　員
　町立　白浜保育園　　　（１５０人）

　　　　湯崎保育園　　　（　６０人）

　　　　しらとり保育園　（　８０人）

　　　　椿保育園　　　　（　４０人）

　　　　日置保育園　　　（　９０人）

　私立　堅田保育園　　　（　９０人）

　　　　堅田第二保育園　（　９０人）

＊ 幼 稚 園 ＊
◆受付場所　入園を希望する幼稚園

◆受付時間　午後１時～午後４時

◆入園該当児（４・５歳児）
　平成１７年４月２日から

　平成１９年４月１日生まれの児童

◆定　員
　町立　白浜第一幼稚園　（７０人）

　　　　富田幼稚園　　　（７０人）

　　　　※両園とも４・５歳児　各３５人

　　　　※５歳児の入園許可にあたっては、

　　　　　現在在園している４歳児を優先

【申込書・願書交付】
　平成２２年１１月２日（火）から、役場幼児対策室・
　富田事務所・日置川事務所・各保育園・幼稚園で交付

【受付期間】
　平成２２年１１月４日（木）～１２日（金）
　※土曜日、日曜日を除く

問役場民生課 幼児対策室（℡４３－６５９４）

総合開会式で選手宣誓をする少林寺拳法種目の

榎
えの

本
もと

侑
ゆう

花
か

さん



広報しらはま１１月号　1�

健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

西富田クリニック（℡ 45-3600）

（
財
）
白
浜
医
療
福
祉
財
団

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院

診療科　　内科・小児科
診療日　　月～金（木午後 / 祝日を除く）
受付時間　 8：30 ～ 11：30
　　 　　13：30 ～ 16：30
診療時間　 9：00 ～ 12：00
　　 　　 14：00 ～ 17：00
担当医師　内科　船曳／谷口（月午後）
　　　　　　　　伊藤揚（火 午後）

　　　　　　　　

中島（水 午後）／松尾（金 午前）

　　　　

小児科　宇佐美（月・水・金 午前）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

■
潜
伏
期
間
（
感
染
か
ら
発
症

ま
で
の
時
間
）

　

24
時
間
か
ら
48
時
間

■
症
状

　

主
な
症
状
は
吐
き
気
、
お
う
吐

お
よ
び
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
で
す
。

　

症
状
が
回
復
し
て
も
、
１
週
間

～
１
カ
月
ほ
ど
患
者
の
便
の
中
に

ウ
イ
ル
ス
の
排
出
が
続
く
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

　

■
予
防
と
し
て
は
以
下
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

１
．
外
出
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
食

事
の
前
な
ど
に
は
、
石
け
ん
を
泡

立
て
て
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。

２
．
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
85
℃

以
上
、
１
分
以
上
、
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ

う
。

３
．
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が

あ
る
方
は
、
食
品
を
直
接
取
り
扱

う
作
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
下
痢
や
お
う
吐

　

こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
や
す
い
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
は
か
き
な
ど
の
二
枚
貝
の
生
食
に
よ

る
食
中
毒
が
主
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
年
間
通
じ
て
発
生
し
て
い

ま
す
が
こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
感
染
経

路
は
、「
食
べ
物
か
ら
人
」
だ
け
で
な
く
「
人
か
ら
人
へ
」
と
感
染

す
る
た
め
、
集
団
感
染
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

が
お
さ
ま
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
は

ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
直
接
食
品
を

扱
う
作
業
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

４
．
調
理
器
具
等
は
使
い
ま
わ
し

せ
ず
、
使
用
後
に
は
洗
浄
、
殺
菌

し
ま
し
ょ
う
。
塩
素
系
の
台
所
用

漂
白
剤
（
次
亜
鉛
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
液
）
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
調

理
時
の
手
洗
い
も
忘
れ
ず
に
。

５
．
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
に
接
す
る
時
は
、
使
い
捨
て
の

マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、
お
う

吐
物
や
排
泄
物
（
便
）
は
乾
燥
し

な
い
う
ち
に
適
切
に
処
理
し
、
感

染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力

の
弱
い
人
の
場
合
、
感
染
す
る
と

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

特
に
注
意
し
て
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

１１月２５日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 12 月生

１１月３０日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 7 月生

予防接種 １１月２６日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
１１月　１日（月）

  ※次回 12 月 6 日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、お気軽
 にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

子育て支援室 １１月１０日（水） 10：30 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応じます
 のでお気軽にお越しください。

11
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

～赤い羽根共同募金～

 児童・生徒参加の街頭募金
　10 月１日に町内の 9 つの店舗の出入り口付近をお借
りして街頭募金を実施しました。
　地域の福祉委員さんや小中学校の生徒さんにもご協
力をいただき実施しました。「多くの人が協力してくれ
てうれしいなと思った。」と参加された学生さんからも
たくさんの感想をいただきました。
　※詳しくは、社協ホームページに掲載しています。

【
対
象
と
な
る
の
は
】

(

１)　

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
世
帯

　

70
歳
以
上
で
ひ
と
り
で
生
活
し
、
生
活
困
難
な
世
帯

(

２)　

重
度
の
障
害
が
あ
る
方
が
い
る
世
帯
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

重
度
の
身
体
障
が
い
児
者
お
よ
び
知
的
障
が
い
児
者
、
精
神
障
が
い

児
者
で
、
日
常
生
活
が
困
難
な
者
お
よ
び
介
護
が
必
要
で
、
生
活
困
難

な
世
帯

(

３)　

ひ
と
り
親
世
帯
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
世
帯

　

高
校
生
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
次
の
世
帯
の
方
で
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
世
帯

　

①　

準
要
保
護
世
帯

　

②　

母
子
世
帯
で
児
童
扶
養
手
当
を
全
額
支
給
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

③　

父
子
世
帯
で
②
に
準
ず
る
世
帯　

(

４)　

(

１)

～(

３)

に
該
当
し
な
い
方
で
、
著
し
く
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
世
帯

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
担
当
地
区

の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
地
区
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
白
浜
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成
22
年
11
月
15
日
（
月
）
～
12
月
10
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

　
（
締
切
厳
守
）

【
歳
末
支
援
金
の
支
援
の
決
定
】

　

審
査
会
に
て
審
査
の
上
、
決
定
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

　　歳末支援金配分事業実施
歳末たすけあい運動

　歳末たすけあい運動の期間中に集められた募金の配分の中で、町内に住民票を有し、支援を必要とする世帯に

支援金をお贈りします。（生活保護世帯は対象となりません）　　　　　　　　　

活　動　店　舗 協　力　校

グルメシティ白浜店
白浜第一小学校
白浜中学校Ｖショップ桟橋店

業務スーパー白浜店

オークワ白浜堅田店
西富田小学校

とれとれ市場

バリューハウス西富田店
西富田小学校
富田中学校

サニーマート
富田小学校
富田中学校

Ａコープあぜみち店 南白浜小学校

オークワ日置店
日置小学校
日置中学校



1�　広報しらはま１１月号 ※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

11/1 司法書士 本部事務所

11/8 人　　権 本部事務所

11/15 弁 護 士 青少年研修センター

11/22 一　　般 本部事務所

11/29 一　　般 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

11/5 弁 護 士 川添山村活性化支援センター  

11/10 多重債務 高齢者生活福祉センター   

11/17 人　　権  み　ま　い　荘  

11/24 一　　般 川添山村活性化支援センター     

12/3 弁 護 士 高齢者生活福祉センター  

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

　
　

安　

宅　
　
　

伊い 

森も
り　

次つ
ぐ 

男お　
　

様

　
　

安　

宅　
　
　

赤あ
か 

松ま
つ　

建た
て 

男お　
　

様

　
　

田
辺
市　
　
　

紀
南
プ
ロ
ア
マ
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
９
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ
ル
タ
ブ
収
集
活
動

　

富
田
中
学
校
生
徒
会

　　

9
月
22
日
に
富
田
中
学
校
生
徒
会
さ
ん
よ

り
プ
ル
タ
ブ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

富
田
中
学
校
で
は
生
徒
会
が
中
心
と
な

り
、
プ
ル
タ
ブ
収
集
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
プ

ル
タ
ブ
は
、
白

浜
第
二
小
学
校

が
実
施
し
て
い

る
プ
ル
タ
ブ
か

ら
車
イ
ス
へ
の

交
換
活
動
に
お

届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

白浜町老人クラブ連合会白浜支部

シニアレクリエーション大会
盛大に開催！　　
　　
　去る１０月６日にシニアレクリエーション大会が開
催されました。絶好の秋晴れの下、昨年よりも多い
３０８人の方が参加されました。
　スプーンリレーやボール送り競争、玉入れ競争など、
7 種目の競技を実施し、熱気と笑顔にあふれた雰囲気
の中、　競技を楽しまれていました。
　大会を通じて、たくさんの仲間と集い、和気あいあ
いと体を動かすことは、心と身体の健康にとって一番
であるなと感じた一日でした。

　有償ボランティアが

　　地　域　を　救　う　！
　手助けが必要になっても住み慣れた地域で誰もが
安心して暮らし続けられるように、住民相互の助け
合い活動である「住民参加型在宅福祉サービス」に
ついての研修会を行います。
　自分たちの住む地域にいる手助けが必要な方が、
そのまま住み続けられるようにしたい！自分たちも
そうなりたい！そんな思いを形にした地域福祉活動

を一緒に考えていきましょう。

【日時】　11 月 25 日（木）
　　　　午前 10 時から正午

【会場】　白浜会館（白浜町阪田）
【入場】　無料
【講師】　佐

さ

藤
とう

哲
てつ

郎
ろう

　氏　
　　　　（関西福祉大学助教）
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
小
房
殿
』（
場
所 

日
置
地
区
川
添
）

　

市
鹿
野
か
ら
日
置
川
を
少
し
下

っ
た
と
こ
ろ
に
小
房
と
い
う
村
が

あ
る
。
川
が
大
き
く
湾
曲
し
て
い

て
、
川
流
し
の
木
材
溜
め
場
と
し

て
の
宿
場
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
村
に
戦
い
に
敗
れ
た
「
小
房

殿
」
と
呼
ば
れ
る
侍
が
住
み
つ
い
た

が
、
村
人
は
乱
暴
者
の
小
房
殿
を
恐

れ
て
、無
理
や
り
従
わ
さ
れ
て
い
た
。

「
大
金
が
裏
の
大
木
の
下
に
埋
め

て
あ
る
。
儂
の
子
供
に
な
っ
た
者

に
譲
ろ
う
と
思
う
」

　

小
房
殿
は
村
人
の
関
心
を
引
こ

う
と
云
う
が
、
村
人
は
そ
の
真
意

を
測
り
か
ね
て
誰
も
名
乗
り
出
る

者
は
な
か
っ
た
。

　

何
年
か
後
小
房
殿
は
重
病
と
な

り
、「
例
の
大
金
は
発
見
者
に
与

え
る
」
と
い
っ
て
死
ん
だ
。

　

そ
れ
か
ら
九
カ
月
も
の
間
、
村

人
は
掘
り
続
け
、
と
う
と
う
大
木

が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
金
は

無
か
っ
た
。
そ
の
時
掘
っ
た
穴
か

ら
一
羽
の
白
い
鳥
が
現
れ
い
ず
こ

え
か
飛
び
去
っ
た
。

「
小
房
殿
の
た
た
り
か
も
し
れ
な
い
」

村
人
は
掘
跡
を
埋
戻
し
石
碑
を
建

て
、
こ
の
地
区
を
小
房
と
改
め
た
。

日
置
地
区
古
城
と
古
刹
見
学
会

◇
11
月
７
日
（
日
）

　

一
般
参
加
募
集
定
員
７
人　

・
白
浜
地
区

　

午
前
９
時 

中
央
公
民
館
集
合

・
日
置
地
区

　

午
前
９
時
40
分 

日
置
川
拠
点

公
民
館
集
合

　

解
説　

教
育
委
員
会
学
芸
員

　

昼
食　

各
自
持
参

※
申
込
み
は
中
央
公
民
館
へ

※
移
動
は
参
加
者
の
車
に
分
乗

富
田
地
域
老
人
学
級

白
浜
老
人
大
学

南
方
熊
楠
記
念
館
開
館
45
周
年
記
念
事
業

南
方
熊
楠
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　

９
月
18
日
に
富
田
地
域
老
人
学

級
の
交
友
会
（
庄
川
地
区
）
と
松

柏
会
（
平
地
区
）
が
合
同
で
、
ふ

る
さ
と
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
十
九
渕
に
あ
る
日
神

社
（
県
指
定
文
化
財
）
に
て
境
内

社
の
若
宮
神
社
、
稲
荷
神
社
、
厳

島
神
社
、
住
吉
神
社
、
賽
神
社
、

天
満
神
社
、
水
神
社
の
説
明
を
吉よ

し

田だ

隆
た
か
し

宮
司
か
ら
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
社
務
所
に
て
１
７
０
７

年
に
紀
南
地
方
を
襲
っ
た
大
地
震

の
状
況
が
も
っ
と
も
正
確
に
書
き

記
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
津
波

警
告
板
（
県
指
定
文
化
財
）
を
見

学
し
、
神
社
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

白
浜
遊
学
講
座

「
美
術
館
へ
行
こ
う
」

　

９
月
17
日
に
白
浜
遊
学
講
座

「
美
術
館
へ
行
こ
う
」
を
実
施
し
、

大
阪
市
の
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
天
保
山
で
開
催
さ
れ
た
『
印

象
派
と
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
』
展
を
見

学
し
ま
し
た
。
モ
ネ
、
ル
ノ
ア
ー

ル
、
ピ
カ
ソ
や
ミ
ロ
な
ど
の
有
名

画
家
の
絵
画
約
１
０
０
点
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
に
は
、
１
６
０
人

の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
84
人
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

白
浜
老
人
大
学
10
月
例
会
は
、

紀
州
博
物
館
学
芸
員
の
玉た

ま

田だ

伝で
ん

一い
ち

郎ろ
う

氏
製
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
鉄
道
が
や
っ

て
来
た
。』
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

白
浜
に
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で

を
ア
ニ
メ
化
し
た
作
品
で
、
当
時

の
懐
か
し
い
写
真
が
映
し
出
さ
れ

る
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
一
様

に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
図
書
館
白
浜
分
室
で
は
、

同
氏
製
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
６
点
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
貸
し
出

し
を
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
２
日
、
熊
楠
記
念
館
開
館

45
周
年
記
念
事
業
に
と
し
て
、
熊

楠
ゆ
か
り
の
白
浜
を
海
上
か
ら
訪

ね
る
、「
南
方
熊
楠
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」
が
開
催
さ
れ
、
中
央
公
民
館

が
事
業
後
援
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
51
人

の
参
加
者
は
、
臨
海
か
ら
グ
ラ
ス

ボ
ー
ト
に
乗
船
し
、
円
月
島
や
塔

島
、
江
津
良
浜
を
眺
め
な
が
ら
、

神
島
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
近
く
で
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
島
の
写
真
を
撮

影
し
た
り
、
双
眼
鏡
で
観
察
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
船
内
で
は
、
紀
州
博
物

館
学
芸
員
の
玉
田
伝
一
郎
先
生
か

ら
、
見
学
各
所
の
説
明
や
、
熊
楠

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
船
山
か
ら
白
良
浜

沖
を
通
り
、
湯
崎
地
区
の
温
泉
街

を
眺
め
、
千
畳
敷
ま
で
船
を
進
め

臨
海
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

下
船
し
た
後
、
記
念
館
下
の
海
岸

で
昼
食
を
と
り
、
熊
楠
記
念
館
で
ビ

デ
オ
鑑
賞
や
展
示
さ
れ
て
い
る
資

料
を
見
学
し
な
が
ら
、
南
方
熊
楠
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。



�1　広報しらはま１１月号

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

拠
点
公
民
館
各
分
館
の
取
組
経
過
報
告 

～
日
置
分
館
・
三
舞
分
館
・
川
添
分
館
～

　

日
置
分
館（
尾お

崎ざ
き

彰あ
き

宏ひ
ろ

分
館
長
）

で
は
、
９
月
12
日
に
第
３
回
「
わ

が
町
探
訪
」
と
し
て
「
日
置
川
の

石
仏
め
ぐ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
白
浜
町
文
化
財
審
議
会

委
員
の
上う

え

野の

宏
ひ
ろ
し

氏
を
迎
え
て
、

17
人
の
参
加
者
は
市
鹿
野
の
吉き

っ

祥し
ょ
う

寺じ

、
田
野
井
の
天て

ん

徳と
く

寺じ

、
大

古
の
梵ぼ

ん

音の
う

寺じ

な
ど
を
訪
れ
、
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
25
日
に
は
川
添
緑

茶
研
究
会
の
上う

え

村む
ら

誠
ま
こ
と

会
長
を
招
い

て
、「
お
茶
を
楽
し
む
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
上
村
会
長
に
は
講
話
と

お
茶
の
入
れ
方
を
指
南
し
て
い
た

だ
き
、
名
産
品
「
川
添
茶
」
の
水
出

し
煎
茶
や
紅
茶
で
、
香
気
と
味
覚
を

味
わ
い
ま
し
た
。（
参
加
者
31
人
）

　

三
舞
分
館（
久く

保ぼ

道み
ち

男お

分
館
長
）

で
は
、
９
月
13
日
に
生
涯
学
習
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
「
体
験
教
育
企
画
」
代

表
の
藤ふ

じ

澤さ
わ

安や
す

良よ
し

氏
を
招
き
、「
交
流

人
口
の
拡
大
が
地
域
活
性
化
の
原

点
」と
題
し
た
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
を

求
め
る
世
論
の
高
ま
り
と
需
要
、

そ
れ
に
応
え
う
る
す
ば
ら
し
い
魅

力
を
持
つ
日
置
川
、
そ
の
財
産
の

生
か
し
た
体
験
型
観
光
と
地
域
の

発
展
に
つ
い
て
経
験
に
基
づ
く
持

論
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
者
約
50
人
）

　

川
添
分
館（
岩い

わ

本も
と

増ま
す

雄お

分
館
長
）

で
は
、
９
月
27
日
に
研
修
ツ
ア
ー

「
歴
史
と
文
化
を
た
ず
ね
て
」
を

開
催
し
、堺
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
仙
陵
古
墳
（
仁
徳
天
皇
陵
）

や
市
役
所
、
堺
市
の
伝
統
産
業
で

あ
る
刃
物
の
製
造
工
程
や
歴
史
が

学
べ
る
堺
刃
物
伝
統
産
業
会
館
等

を
見
学
し
ま
し
た
。（
参
加
者
25
人
）

「
敬
老
会
」
開
催  

◆
滝
家
庭
学
級
◆

　

滝
区
老
人
会
と
滝
家
庭
学
級
の

共
催
で
毎
年
恒
例
の
「
敬
老
会
」

を
９
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

滝
区
民
会
館
で
は
、
朝
早
く
か

ら
女
性
の
方
が
ち
ら
し
寿
司
や
鮎

の
煮
付
な
ど
の
調
理
に
忙
し
そ
う

に
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
は
市
鹿
野
小

学
校
の
中
垣
校
長
先
生
に
も
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
お
年
寄
り
の
方
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、声
楽
家
で
あ
り
、

コ
ー
ラ
ス
の
指
導
等
で
活
躍
中
の

山や
ま

本も
と

祥さ
ち

子こ

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
で
昔
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

一
緒
に
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

　

彼
岸
明
け
の
こ
の
日
、
す
っ
か

り
秋
め
い
た
穏
や
か
な
陽
差
し
も

敬
老
会
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

夏 の 大 掃 除

～日置川拠点公民館・

　　　　　安居出張所ほか～

公民館サークル連絡協議会

　夏を少々すぎた９月初旬に

　公民館のサークルで日ごろ

使用させてもらっている感謝

の意を込めて施設の掃除を行

いました。拠点公民館や安居出

張所等で窓ガラスを拭いたり、

エアコンフィルターを洗った

り。参加くださった皆さまどう

もありがとうございました。

石仏めぐり（日置分館）

堺市へ研修ツアー（川添分館）

生涯学習講演会（三舞分館）
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じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　風が冷たくなってきました。

　家でいる時間が増えてきます。そん

な時、図書館の本をそばにおいて楽し

い時間を過ごしませんか。

　１１月２０日（土）、児童館で開催される“わぁいわぁ

い子どもまつり”の中で「おはなしの部屋」（午後１時～

２時）を開催します。おはなし、絵本の読み聞かせ、紙
芝居や折り紙などをします。

　皆さんも子どもたちと一緒に遊びにきてください。

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　１１月６日・１３日・２７日
　＊２０日は “ わぁいわぁい子どもまつり ” に参加する
　　ためお休みします。
☆巡回図書　１１月１０日（水）北富田小学校
☆臨時休館
　１１月２０日（土）本館、富田分室は休館（室）します。
　１２月４日（土）日置分室は休室します。
☆しらはま子どもの本の会例会
　１１月１８日（木）　午前１０時～　本館
　テキスト　“ 幼い子の文学 ”　瀬田貞二 著
　＊テキストは本館においてあります。

１１月の行事

「第10回

　わぁいわぁい子どもまつり」

児童館へみんな集まれ！！

　子どもたちにとって、夢のある楽しい遊びや体験活動の

場となるよう、また、親子のふれあい、参加者の交流の場

となるよう、地域の大人と子どもが一体となって、今年度

も開催します。皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひ遊びにき

てください。

◇日　時　　　１１月２０日（土）
　　　　　　　午前１０時～午後２時３０分

◇場　所　　　白浜町立児童館・白浜町立体育館

◇内　容　　　☆オープニング
　　　　　　　　「しらとり保育園児によるダンス発表」
　　　　　　　　※中学生サポーターによるアンパンマン
　　　　　　　　　たちも出てくるよ！
　　　　　　　　☆フィナーレ
　　　　　　　　　「円月太鼓保存会子どもの部による
　　　　　　　　  　和太鼓演奏」

　スタンプラリー・チャレンジランキング・魚つり・マジッ
クバルーン・どんぐりのこままわし大会・カプラであそぼ
う・おはなしの部屋・ビーズであそぼう・囲碁将棋・模擬
店などなど

第５回 “しらはま文化と福祉の集い”

　　　　　　　　　　　　　　　　（日 置 川 会 場）

　２００８年まで日置分室で購入した雑誌のバック

ナンバーをお１人、２冊まで差し上げます。

　開始時間：９時３０分から

　終了時間：なくなり次第

１２月５日（日）午前９時３０分～
　日置川拠点公民館ロビーにて
　詳しいことは本館（☎４３－２９２２）にお問い

合わせください。（月・火曜日・第４金曜日・祝日

以外の午前９時から午後５時まで）

☆今年も巡回バスが各方面へ出ます。詳しくは、
「わぁいわぁい子どもまつり」のチラシをご覧く

ださい。
問白浜町立児童館　☎４５－２１１７
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

【白浜町堅田　在住】

黒
くろ

田
だ

　美
み

桜
お

 ちゃん　　（平成２０年４月１５日生）

 

　　　（パパ・ママ メッセージ）

　　　元気で明るいお姉ちゃんになってくださいね。

　　
　　　　　　　　　　

父　朗
あき

伸
のぶ

さん・母　美
み

登
ど

里
り

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター

円
月
俳
句
会

　　

夏
果
て
て
眠
れ
ぬ
夜
の
フ
ラ
ダ
ン
ス　
　
　

賢け
ん

七し
ち

　

腰
か
が
め
粒
の
良
さ
見
る
葡
萄
狩
り　
　
　

か
め
乃の

　

一
人
居
に
介
護
の
願
ひ
秋
暑
し　
　
　
　
　

常つ
ね

代よ

　

小
さ
き
実
を
つ
け
て
南
瓜
枯
れ
て
ゆ
き　
　

榮
さ
か
え

　

霧
は
れ
て
見
晴
ら
す
錦
大
台
原　
　
　
　
　

ま
さ
恵え

　

菜
園
は
末
成
り
ば
か
り
今
朝
の
秋　
　
　
　

て
る

　

明
日
は
発
つ
娘
に
寄
り
添
ひ
て
花
火
見
る　

葉よ
う

子こ

　

は
ら
か
ら
の
夕ゆ

う

餉げ

楽
し
き
盆
来
る　
　
　
　

美み

代よ

枝え

　
椿
湯
の
花
句
会

　

あ
の
頃
の
欲
も
ほ
ど 
ほ
ど
冬
仕
度　
　
　
　

谷た
に

本も
と

忠た
だ

義よ
し

　

い
つ
ま
で
も
素
朴
で
い
た
し
ホ
句
の
秋　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

湯
の
里
に
明
る
き
話
し
椿
の
実　
　
　
　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

馬
こ
ゆ
る
秋
と
や
吾
も
飯
う
ま
し　
　
　
　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ

　

夕
千
鳥
声
の
残
り
て
見
失
ふ　
　
　
　
　
　

鳥と
り

渕ぶ
ち

晃あ
き

利と
し

山
蕗
句
会

　

余
生
と
は
ま
だ
先
の
こ
と
花は

な

芒す
す
き

　
　
　
　

み
ち
子

　

潮
満
ち
て
揺
る
る
と
も
綱
赤
と
ん
ぼ　
　

た
つ
え

　

抱
っ
こ
帯
そ
の
ま
ま
ね
か
す
孫
昼
寝　
　

よ
し
お

　

水
澄
む
や
瀬
に
ゆ
っ
た
り
と
鯉
の
群む

れ　
　

守も
り

一か
ず　
　

　

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。
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～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

人権を大切にする
　　　　地域づくり講演会

演題
  「平和を作り出す人たち
　　　　～明日を担う子ども達へ」

　　原爆被爆者
　　財団法人　ﾁﾙﾄﾞﾚﾝ ･ ｱｽﾞ ･ ﾀﾞ ･ ﾋﾟｰｽﾒｰｶｰｽﾞ
　　　　　　　国際関係相談役

　講  師  近
こん

藤
どう

　絋
こう

子
こ

　氏

　白浜町では、「町民一人ひとりが生きている喜びを実感できる民主的なまちづくり」を目指し

て取り組んでおり、今年は近
こん

藤
どう

絋
こう

子
こ

氏をお招きし、講演をしていただきます。日本に原爆を落と

されて６５年経た今、私たちはその歴史から何を学び、子どもたちに何を伝えていくか、問われ

ているときではないでしょうか。

　皆さまの多数のご参加をお待ちしています。

＊＊講師プロフィール＊＊
広島流川教会の牧師であった父、谷本清と母、
チサの長女として生まれ、昭和 20 年（1945
年）8 月 6 日、広島において爆心地から 1.1
キロの牧師館にて、生後八カ月で家の下敷き
になるが、奇跡的に助かる。被爆牧師として

「原爆乙女の治療運動」や「精神養子縁組」を
手がけた父の平和を求める気持ちを引き継ぎ、
生き残った者の一人として、世界中の明日を
担う子どもたちのために、日本、アメリカ合
衆国をはじめとして世界を回り、平和の尊さ
を訴えて回っている。また、日本の親に恵ま
れない子の国際養子縁組を手がけている。

■日　時　１１月９日（火）午後７時～
　　　　　　　　　                               　  開場：午後６時３０分

■会　場　 白浜会館　　　　　　

問白浜町教育委員会　☎４３－５８３０

入場無料
手話通訳あり

主催：白浜町・白浜町議会・白浜町教育委員会・白浜町人権委員会


